
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

『鎌
倉

の
二
位

の
禅
尼

へ
進

す

る
御
返

事
』

と

『
津
戸

の
三
郎

入
道

へ
つ
か
は
す
御
返
事
』

(九
月
十
八
日
)

と

に

つ
い
て

『鎌
倉

の
二
位

の
禅
尼

へ
進
す
る
御
返
事
』
(以
下

『禅
尼
宛
消
息
』)

と

『津

戸
の
三
郎
入
道

へ
つ
か
は
す
御
返
事
』

(九
月
十
八
日
)
(以
下

『津
戸
宛
消
息
』)
と
は
、
文
が
似
通

っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
は
、
ど
ち
ら

か
が
先

に
成
立
し
、
ど
ち
ら
か
が
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
の
ち
に
作
成

さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
原
初
形
態
が
同
じ
系
統
の
も
の
で
、
そ

こ
か
ら
派
生
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
と
し
て
、

梶
村
昇

氏
は
、
「津
戸
宛

『九
月
十
八
日
付
消
息
』
1
付

・
鎌
倉
の
二

位
の
禅
尼

へ
の
消
息
―
」
(『浄
土
宗
学
研
究
』
第
二
十
号

平
成
六
年
三
月
)

の
中
で
、
こ
れ
ら
の
文
を
比
較
対
照
し
、
検
討
を
加
え
て
お
ら
れ
る
。

し
か
し
、
梶
村
氏
の
論
文
を
含
め
、
従
来

の
先
学

の
研
究
で
は
、
『禅

尼
宛
消
息
』
と

『津
戸
宛
消
息
』
と
、
ど
ち
ら
が
原
初
形
態
に
近
い
か
、

あ
る
い
は
、
ど
ち
ら
が
先
に
成
立
し
た
か
は
、
あ
ま
り
明
確
に
論
じ
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『禅
尼
宛
消
息
』
と

『津
戸
宛
消
息
』
と
で
は
、

ど
ち
ら
が
原
初
形
態
に
近
い
か
、
ど
ち
ら
が
先
に
成
立
し
た
か
を
検
討

し
た
い
と
思
う
。
こ
の
結
論
を
先
に
い
え
ぼ
、
『津
戸
宛
消
息
』
↓

『禅

角

野

玄

樹

尼

宛

消

息

』

の
順

で

あ

ろ
う

と
思

わ

れ

る
。

あ

る

い
は
、

『
津

戸

宛

消

息

』

の

ほ

う

が
、

原

初

形

態

に

よ
り

近

い
と

思

わ

れ

る
。

そ

し

て
、

の

ち

に
成

立

し

た

『
禅

尼

宛

消

息

』

は
、

少

な

く

と

も

法

然

と

は

違

う

、

『
津

戸

宛

消

息

』

の
作

者

で
は

な

い
別

人

が

作

成

し

た

と

い

う

推

論

も

提

示

し

た

い
。

こ
れ

に

よ

り

、
法

然

文

献

研
究

の

一
端

を

示

し

た

い
。

両

消

息

を

比

較

し
、

『
禅

尼
宛

消

息

』

に
疑

問

点

が

あ

る

こ
と

を

指

摘

し

て

い
く
。

な

お
、

両

者

の

テ
キ

ス
ト

と

し

て
、

最

古

本

の

『
西

方

指

南

抄

』

所

収

の
も

の
と
、

元

亨

版

『
和

語

灯

録

』

所

収

の
も

の
を
本

稿

で

は
主

に
扱

う

こ
と

と
す

る
。

『
禅

尼

宛

消

息

』

の
元
亨

版

の
次

の
文

を

見

て

み

よ
う

。

さ

て
は
、
念
仏

の
功
徳

は
、
仏
も
と
き

つ
く
し
か
た

し
と

の
給

へ
り
。
又
智

恵
第

一
の
舎
利

弗

・
多
聞
第

一
の
阿
難
も
、
念
仏

の
功

徳
は
、
し

り
か
た
し

と

の
給

ひ
し
広

大
善
根

に
て
候

へ
は
、

ま
し

て
源
空

な
ん
と

は
、
申

つ
く
す

へ
く
も
候

は
す
。
源
空
、

こ
の
朝

に
わ
た
り

て
候
聖

教
を
随
分

に
ひ
ら
き
見

候

へ
と

も
、
浄
土

の
教
文

は
、

こ
の
朝

に
わ

た
ら
す
と
か
ん

か

へ
候

て
、
わ
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つ
か

に
震

旦
よ
り
と
り
わ
た

し
て
候
聖
教

の
心

を
た

に
も
、

一
年

・
二
年

な

ん
と

に
は
、
申

つ
く
す

へ
く
も

お
ほ

へ
候

は
す
。
さ
り

な
か
ら
も
、

お
ほ
せ

か
ふ
り

て
候

へ
は
、
申

の

へ
候

へ
し
。
(
1
)

こ

こ

で
は
、

念

仏

の
功

徳

は
、

広

大

で
、
申

し

つ
く

す

こ
と

が

で

き

な

い
。

浄

土

の
教

文

は
、

日

本

に
伝

わ

っ
て

い
な

い
と

思

わ

れ

る

の

で
、

わ

ず

か

に
中

国

よ

り
運

ん

だ

聖

教

の
趣

旨

は
、

一
、

二
年

で

は
申

し

つ

く

せ

な

い
。

そ

う

で
は

あ

る
が

、

質

問

を
受

け

ま

し

た

の
で
、

申

し

あ

げ

ま

す
、

と
述

べ

て

い
る
。

し

か

し

、

『禅

尼

宛

消

息

』

で

は
、

こ
れ

以

降

、
申

し

つ
く

せ

な

い
と

い
う

念

仏

の
功
徳

を

ほ

と

ん

ど

説

い

て

い
な

い
。

も

ち

ろ

ん
、

念

仏

に

つ
い

て

の
説

示

は

あ

る

が
、

し

か

し

、

念

仏

 

の
功

徳

に

つ
い
て

は
、

ほ
と

ん

ど
説

か
れ

て

い
な

い
。

ま

た
、

一
、

二
年

で

は
申

し

つ
く

せ
な

い
と

い
う

聖
教

も
、

『
禅

尼

宛

消
息

』

に

お

い

て
引

用

し

て

い

る

の

は
、
善

導

『
法

事

讃

』

の
文

の

み

の

一
度

き

り

で
、

先

の
引

用

文

の

ニ

ュ
ア

ン
ス
と

開

き

が

あ

る

よ
う

に

思

わ

れ

る
。

す

な

わ

ち

、

前

置

き

の
わ

り

に
、

念

仏

の
功

徳

も

聖

教

の

趣
旨

も

、
ほ
と

ん

ど

説

い

て

い
な

い

の
で
あ

る
。

一
方

、
『
津

戸

宛

消

息

』

で

は
、

こ

の
よ

う

な

文

は

存

在

し

な

い
。

こ

の
よ

う

に
、

『
禅

尼

宛

消

息

』

の
独
自

の
文

に
、

疑

問
点

が

あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

『
禅

尼

宛

消

息

』

の
先

の
引

用

の
独

自

の
文

は
、

最
初

か
ら

あ

っ
た
文

で

は

な
く

、

の
ち

に
付

加

し

て

し

ま

っ
た

の
だ

ろ

う
。

こ

の
た

め

、

こ

の
よ

う

な

矛

盾

が
生

じ

た

と

思

わ

れ

る

。

次

に

、

『
禅

尼

宛

消

息

』

の
文

で
、

先

の
引

用

文

の
傍

線

部
A

に
関

『鎌

倉

の
二
位

の
禅
尼

へ
進

す
る
御
返
事
』
と

『
津
戸

の
三
郎

入
道

へ
つ
か

は
す
御
返
事
』

(九
月
十

八
日
)

と
に

つ
い
て

(角

野
)

し
て
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
趣
旨
は
、
浄
土

の
教
文
は
、
こ
の
日
本

に
渡

っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
わ
ず
か

に
中
国
か
ら
運
ん
だ
聖

教
云
々
、
と
あ
る
。
し
か
し
、
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
浄
土
の
教

文
は
、
浄
土
三
部
経
を
は
じ
め
、
数
々
の
文
献

が
、
法
然
以
前
よ
り
日

本
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
な
の
に
な
ぜ
、
わ
ず
か
し
か
伝
わ

っ
て
い
な
い

と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
も
疑
問
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

次
に
、
両
消
息
の
文
の

一
部
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず

『禅
尼
宛

消
息
』
の

『西
方
指
南
抄
』
所
収
本
で
あ
る
。

ソ

ノ

ユ

ヘ

ハ
、

念

仏

ノ
行

ハ
、

モ
ト

ヨ
リ

有

智

・
無

智

ヲ

エ

ラ

ハ

ス
、

弥

陀

ノ

ム

カ

シ

ノ

チ

カ

ヒ

タ

マ

ヒ

シ

大

願

ハ
、

ア

マ
ネ

ク

一
切

衆

生

ノ

タ

メ

也

。

無
智

ノ
タ

メ

ニ
ハ
、
念
仏

ヲ
願
ト

シ
、
有
智

ノ
タ

メ

ニ
ハ
、
余
行

ヲ
願
ト

シ

タ

マ
フ
事

ナ
シ
。

十
方
世

界

ノ
衆
生

ノ
タ
メ
ナ
リ
。
有
智

・
元
智
、

善
人

・

悪
人
、
持
戒

・
破
戒
、
貴

賎
、
男
女

モ

ヘ
タ

テ
ス
、

モ
ト

ハ
仏

ノ
在

世

ノ
衆

生
、

モ

シ

バ
仏

ノ
滅
後

ノ
衆
生
、

モ
シ

バ
釈
迦
末

法
万
年

ノ
ノ
チ

ニ
、

三

宝

、

ミ
ナ

ウ

セ

テ

ノ

・
チ

ノ
衆

生

マ
テ
、

タ

・
念

仏

バ
カ

リ

コ
ソ

、

現

当

ノ

祈
祷
ト
ハ
ナ
リ
候

へ
。
(
2
)

そ
し
て
、
『津
戸
宛
消
息
』
で
あ
る
が
、
『禅
尼
宛
消
息
』
と
比

べ
、
該

当
部
分
は
、
だ
い
た
い
同
じ
内
容
だ
が
、
注

目
し
た
い
異
同
が
あ
る
。

『禅
尼
宛
消
息
』
の
傍
線
部
B
に
該
当
す
る

『津
戸
宛
消
息
』
で
は
、

(
3
)

ミ
ナ

コ
モ
リ
タ

ル
也
。

と

な

っ
て

い
る
点

で

あ

る

。

傍

線

部

B

の
文

だ

と
、

流

れ

が
悪

い
よ

う

に
思

わ

れ

る
。

す

な

わ

ち

、

両

消

息

の
こ

の
あ

た

り

の
趣

旨

は
、
念

仏
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『鎌
倉

の
二
位

の
禅
尼

へ
進

す
る
御
返
事
』
と

『
津
戸

の
三
郎

入
道

へ
つ
か
は
す
御
返
事
』

(九
月
十
八
日
)

と

に
つ
い
て

(角

野
)

の
教

え

は
、

有

智

・
無

智

に
関

係

が

な

い
。

阿

弥

陀

仏

の
本

願

は
、

一

切
衆

生

の
た

め

の
も

の

で
あ

る
、

と

述

べ
、

そ

し

て
、

そ

の
衆

生

の
例

と
し
て
、
「有
智

・
元
智
、
善
人

・
悪
人
、
.
.
.
」
と
あ
げ
て
い
く
の
で
あ

る
。
そ

の
文
の
締
め
く
く
り
に
傍
線
部
B
と
傍
線
部
C
が
く
る
の
で
あ

る
。
『津
戸
宛
消
息
』
の
傍
線
部
C
の
ほ
う
は
、
あ
げ
ら
れ
て
い
る
様
々

な
衆
生
た
ち
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
対
象
に

「ミ
ナ
コ
モ
リ
タ
ル
也
。」

と
、
前
の
文
を
承
け
て
流
れ
が
よ
い
。
し
か
し
、
傍
線
部
B
の
ほ
う
は
、

阿
弥
陀
仏

の
本
願

の
対
象
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
衆
生
に

と

っ
て
、

「
タ

・
念

仏

バ
カ

リ

コ
ソ
、

現

当

ノ

祈

祷

ト

ハ
ナ

リ
候

へ
。
」

と

い
う

の

で
は

、

傍

線

部

B

が
、

唐

突

で
あ

り

、

『
津

戸

宛

消

息

』

と

比

べ
、

明

ら

か

に

流

れ

が

お

か

し

い
。

こ

の
傍

線

部

B

の
念

仏

の
現

当

の
祈

祷

の
内

容

は
、

こ

の
文

よ

り

以
前

に

は
、

全

く

現

れ

ず

、

関

連

す

る
文

も

見

ら

れ

ず

、

突

飛

と

い
わ
ざ

る

を
え

な

い
。

こ

の
念

仏

の
現

当

の
祈

祷

に

つ
い
て
、

こ

の
あ

と

の

『
禅

尼
宛

消

息

』

の
末

尾

の
ほ
う

で

カ

ナ

ラ

ス
専

修

ノ
念

仏

ハ
、

現

当

ノ

イ

ノ
リ

ト

ナ

リ
候

也

。
(
4
)

と

あ

る
。

ま

た
、

こ
の
文

の

の
ち

に

、
祈

り

に

つ
い
て
出

る
。

し

か

し

、

こ
れ

ら

と

て
も

、

密

接

に
傍

線

部

B
と

関

わ

り

が

あ

る
わ

け

で
も

な

い

よ

う

で
、

何

度

も

い
う

よ

う

に

、
傍

線

部

B

は

、
違

和

感

が

あ

り

、

原

初

形

態

が

、

こ

の
よ

う

な

文

で
あ

っ
た

と

は
考

え

に
く

い
。

よ

っ
て
、

こ
れ

ら

の
消

息

の
原

初

形

態

に
よ

り
近

い
の
は
、

『
津

戸

宛

消

息

』

の
傍

線

部

C

で

あ

り

、

『
禅

尼

宛

消

息

』

の
傍

線

部

B

は
、

の

ち

に
改

変

さ

れ

、

そ

の
た

め
、

こ

の
よ

う

な

違

和

感

を
覚

え

る

よ

う

な

文
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

次
に
、
以
下
に
あ
げ

る
文
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
『西
方
指
南
抄
』

所
収

『禅
尼
宛
消
息
』
の
文
で
あ
る
。

一
。

人
〈

ノ
堂

ヲ

ツ
ク

リ

、

仏

ヲ

ツ
ク

リ

、
経

ヲ

カ

キ
、

僧

ヲ

供

養

セ

ム

事

ハ
、

コ

・
ロ
ミ

タ

レ

ス

シ

テ
、

慈

悲

ヲ

オ

コ

シ
テ
、

カ

ク

ノ

コ
ト

キ

ノ
雑

善
根

オ

ハ
修

セ
サ

セ
タ

マ

ヘ
ト
御

ス

・
□
候

ヘ
シ
。
(
5
)

こ
れ

に
対

し
、

該

当

す

る

『
西

方

指

南

抄

』

所
収

『
津

戸

宛

消

息

』

の

文

は
、

以
下

の
と

お

り

で
あ

る
。

人

く

ノ

ア

ル

イ

ハ
堂

オ

モ

ツ

ク

リ

、
仏

オ

モ

ツ
ク

リ
、

経

オ

モ

カ

キ

、

僧

オ

モ
供

養

セ

ム

ニ

ハ
、

チ

カ

ラ

ヲ

ク

ワ

へ
、

縁

ヲ

ム

ス

ハ
ム

カ
、

念

仏

ヲ

サ

マ
タ
ケ
、
専
修
ヲ
サ

フ
ル
ポ
ト
ノ
事

ハ
、
候

マ
シ
。
(
6
)

こ

の

二

つ
の
文

を

見

る

と
、

傍

線

部

の
前

半

の
文

が
似

て

い

る

が
、

後

半

か
ら

異

な

る
文

と

な

っ
て

い

る
。

句

点

が

く

る

ま

で

の
文

の
全

く

の

途

中

か
ら

違

っ
て

い

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

に
、

一
文

の

途

中

か

ら
、

全

く

異

な

る

文

に

変

え

て

い
く

の
は
、

別

人

に

よ

っ
て
、

ど

ち

ら

か

が
作

成

さ

れ

た

こ
と

の

よ
う

に
思

わ

せ

る

の

で
あ

る
。

す

な

わ

ち

、

こ
こ

で

の

『
禅

尼

宛

消

息

』

と

『
津

戸
宛

消

息

』

と

で

は
、

い

い
た

い
内

容

が
異

な

る
わ

け

で
あ

る
が
、

た

ま

た
ま
傍

線

部

の
前

半

は
、

同

じ

文

で
も
意

味

が

と

お

る
と

い
う

の

は
、
偶

然

に
し

て
は

出

来

す

ぎ

の
よ

う

に
思

わ
れ

る
。

し
か

も
、

両

消

息

の

こ

こ

で

の

「
人
〈

」

は
、

違

う

人

々

を

指

し

て

い
る
。

『
津

戸
宛

消
息

』

の
ほ

う

の

「人

く

」

は
、

こ
れ

よ
り

前

に

1
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出
る

「
一
家
ノ
人
〈

」
(
7
)

と
予
想
で
き
る
が
、
『禅
尼
宛
消
息
』
の
ほ
う

は
、

こ

れ

よ

り

前

に

出

る

「
異

解

ノ
人

く

」
(
8
)

か

、

そ

れ

と

は
違

う

「人

ノ
〈

」

か

は
不

明
だ

が

、
少

な

く

と

も

「
一
家

ノ
人

く

」

で

は
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
違
う

「人
〈

」
に
対
す
る
こ
と
な
の
に
、

傍
線
部
の
前
半
の
文
が
、
偶
然
に

一
致
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
当
時
の

実
際

の
状
況
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
の
両
消
息
の
異
同
は
、

先
に
成
立
し
た
消
息
と
は
別
の
作
者
が
、
前
半
の
文
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
に
し
、
あ
る
意
図
の
も
と
に
、
後
半

の
文
を
作
り
変
え
た
と
見
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
同
じ
作
者
が
、
趣
旨
や

「人
く

」
の
意
味
を
変

え

た

の

に
、

前

半

の
文

は
、

そ

の
ま

ま

に
し

た

と

い
う

の
は
、

想

定

し

が

た

い
。1『龍

谷
大
学
善
本
叢
書
十
五

黒

谷
上
人
語

灯
録

(和
語
)
』

一
八

一
頁
。

『
昭
法
全
』
五

二
七
頁
。
句
読
点

や
並
列
点

は
、
筆
者

が
付

し
た
。
な
お
、

最
古
本

の

『西
方
指
南
抄
』
所
収
本

で
は
、
元
亨
版

と
比
べ

一
部

欠
け

て

い
る
文
が
あ
る

の
で
、

こ
こ
で
は
元
亨
版
を
用

い
た
。

2『親
鸞

聖
人
真
蹟
集
成
』

五
巻
四
六
九
～

四
七

一
頁
。
『
昭
法
全
』
五

二

七
～
八
頁
。
な

お
、
左
訓
は
省

い
て
い
る
。

3

『親
鸞

聖
人
真
蹟
集
成
』
六
巻
八
九

四
～
五
頁
。

『昭
法
全
』
五
〇

一
頁
。

4『親
鸞

聖
人
真
蹟
集
成
』
五
巻
四
九

四
頁
。

『昭
法
全
』
五
三

二
頁
。

5『親
鸞

聖
人
真
蹟
集
成
』
五
巻

四
八
三
～

四
頁
。

『
昭
法
全
』
五

三
〇
頁
。

6『親
鷺
聖

人
真
蹟

集
成
』
六
巻
九
〇

五
～
六
頁
。
『
昭
法
全
』
五
」〇

三
～

四
頁
。

7

『親
鸞

聖
人
真
蹟
集
成
』
六
巻
九
〇

四
頁
。

『
昭
法
全

』
五
〇

三
頁
。

『鎌
倉

の
二
位

の
禅

尼

へ
進

す
る
御
返
事
』
と

『津
戸

の
三
郎
入
道

へ
つ
か
は
す
御
返
事

』
(九
月
十

八
日
)

と
に

つ
い
て

(角

野
)

1

『親
鸞

聖
人
真
蹟
集
成
』
五
巻

四
八
二
頁

。
『
昭
法
全
』
五
三
〇
頁
。

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

法
然
、
鎌
倉

の
二
位

の
禅

尼

へ
進

す
る
御
返
事
、
津
戸

の

三
郎
入
道

へ
つ
か
は
す
御

返
事

(九
月
十

八
日
)

(佛
教
大
学
研

究
員
)
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no-soku-bodai-gi, he used Kukai's classification from The Ten Stages of the 

Development of Mind (Jujushinron) to analyze and rank bonno-soku-bodai in 
ten stages. He insisted that each stage be considered carefully and that bon-

no-soku-bodai be accurately understood according to the Shingon School's 

teachings. Yukai's fundamental interpretation of bonno-soku-bodai was 
based on Kukai's philosophy and then further developed. 

35. Honen's View of Human Beings: A description of the "Notion of Three-

fold Mind" 

Sadataka ICHIKAWA 

The "Notion of Threefold Mind" is a sermon in the Daigobon Honen Sho-

nin Denki. But this sermon has many problems, and there is the debate 
whether it is HOnen's own sermon or not. Here I propose a new position. 

The "Notion of Threefold Mind" has 27 articles. But some articles contra-

dict each other. The first article has been expressed from the position that 

the Threefold Mind is given from Amida Buddha. However, the third has 
been expressed from the position that the Threefold mind is the mind which 

sentient beings should possess. 
In the "Ryaku-senchaku" (summary) of the Senchakushu, Honen has taught 

that sentient beings have the ability for the desire to escape from the cycle of 

birth-and-death. So the first article seems not to be Honen's thought. 
Also the fourth and fourteenth articles are described from a different idea. 

The fourth's thought differs from Honen's view of a human being. 
From such a viewpoint I suggest that the "Notion of the Threefold 

Mind"is not a sermon by Honen, but that it was compiled from memoran-
dums (of Genchi, Honen's disciple), either of Honen's sermon or of ideas other 

than Honen's. 

36. "The Answer to the Kamakura Second Degree Zen Nun" and "The An-

swer to Tsunoto no Saburo Entering the Way"(on September 18) 

Haruki KADONO
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(144) Abstracts

It is said that "The Answer to the Kamakura Second Degree Zen 
Nun"(hereafter (1)) and "The Answer to Tsunoto no Saburo Entering the 

Way" (on September 18) (hereafter (2)) were written by Honen-bo Genku. Be-
cause there are some similar sentences in them, it seems that one preceded 

the other. 

The purpose of this paper is to examine which one was written first. I 
conclude that (2) was written first, then (1) was written relying on (2) by a 

later and different writer. 

Having compared the contents of two letters, I have found that some sen-
tences in (1) are out of context with (2). I have also found that some of the 

first half of each sentence are extremely similar, while the corresponding 
second halves are completely different. Therefore, I suppose that these two 

letters were written by different writers. 

37. Zonkaku and the Hoonki 

Kyoko TATSUGUCHI 

Zonkaku (1290-1373) was the fourth generation descendant of Shinran, the 

founder of the Jodoshin school of Japanese Buddhism. He traveled through-
out Japan with his father Kakunyo, and wrote many books to spread Shin-
ran's doctrine. 

This paper will analyze his reason for writing the Hoonki. Zonkaku be-
lieved that filial piety in Buddhism is better than filial piety in Confucian-

ism. In Confucianism filial piety brings happiness in this life, but in Bud-

dhism filial piety brings happiness in both this life and the life to come. 
Nembutsu is the best expression of filial piety. 

38. The Change of Time in Shinran's Thought: from the moment of death to 

the present life 

Mikio TAKEDA 

In my paper I wish to discuss Shinran's idea of the change of time. Shinran
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